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１－１ サービス＆マネジメント事業の概要（１）
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加入者電話網

付加価値サービス
（フリーダイヤルなど）

ＩＰネットワーク

電話サービス

ＮＷ・設備・
ファイル管理

▐ サービス＆マネジメント領域は、キャリアネットワークの上位レイヤ

▐ サービス、ソフトウェアおよびシステム構築をキャリアに提供

ソフト

ハード

サービス＆マネジメント

キャリアクラウド

ネットワークサービス

接続系インフラ

交換機 アクセス＆トランスポート

ＩＰ系サービス

ポータル Ｗｅｂ

サービス＆マネジメント
売上（2011年度予想）

メール

１，０００億円

*1 Operation Support Systems/Business Support Systems
*2 出典：富士キメラ総研

ＯＳＳ／ＢＳＳ
*1

＊予想値は2011年10月12日現在

・ＩＭＳ／ＳｏｆｔＳｗｉｔｃｈ市場で
国内シェア 66% *2

・ＩＴ／ＮＷ融合製品
ＮＣ７０００シリーズを保有

・他社に先駆けた事業展開

・グローバルで高いＳＩ力
（ＮｅｔＣｒａｃｋｅｒ）

ＮＷ運用
管理

キャリア
ポータル

ＩＰ電話

ＳａａＳ
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１－１ サービス＆マネジメント事業の概要（２）

アクセス＆トランスポート市場推移（グローバル）
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ＣＡＧＲ ４％（Ｂ＄）

▐ サービス＆マネジメント領域は成長領域

サービス＆マネジメント市場推移（グローバル）

57
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2010 2011 2012 2013 2014

ＣＡＧＲ ８％
（Ｂ＄）

（各社予想を元にＮＥＣで推定） （各社予想を元にＮＥＣで推定）

（年） （年）
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２－１ キャリアサービス事業環境の変化（１）

▌ＩＴベンダーの通信事業領域参入で、キャリアのビジネスモデルは困難に直面

l垂直統合モデルの確立
l収益をキャリア内部に確保

キャリア間競争の時代

l垂直統合モデルは困難に直面
l収益がキャリア外部へシフトする傾向に

スマートフォンの時代

ネットワーク

音声

付加価値サービス
（コンテンツ、音楽、映像 ｅｔｃ）

事業拡大への領域

垂
直
統
合
モ
デ
ル

ネットワーク

キャリア
付加価値サービス

端
末
と
サ
ー
ビ
ス
の
統
合
モ
デ
ル

ネット
サービス

トラフィック増加で投資は拡大

データサービス 音声 データサービス

ＩＴベンダー

投資に見合う収入は減

ビジネスモデルは日本先行 グローバルキャリアも同じ課題に直面
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２－１ キャリアサービス事業環境の変化（２）

収益拡大に向けた
新しい施策が必要

《キャリアの課題》

▐ トラフィックの増大に対して
収益が伸びない

トラフィック

収入

トラフィックと収入で
乖離が発生

ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・収
入

時間

トラフィック

収入

ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
収
入

時間

収入拡大
施策の実施

収入＜踏み上げ＞

現状

対策実施
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２－２ ＮＥＣが考えるキャリアの収益拡大に向けたアプローチ

①Ｍ２Ｍサービス

②スマートフォンサービス

③キャリアクラウド

▐ ＮＥＣは、以下の４つのアプローチでキャリアの収益向上に貢献

ネットワーク

キャリア
クラウドサービス

キャリア
クラウド

端末

ネット
ワーク

サービス スマートフォン
サービス

ネットサービス

②

③

ネットサービス
と連携

垂
直
統
合
モ
デ
ル

①

④次世代ＯＳＳ／ＢＳＳ④

次
世
代
Ｏ
Ｓ
Ｓ
／
Ｂ
Ｓ
Ｓ

新たな垂直統合モデルの構築

キャリアのアセット活用でネットサービスと連携

キャリアならではの付加価値提供

ＯＰＥＸの削減とサービスの早期提供を実現
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２－３ 成長が期待できる４つの領域

▐ Ｍ２Ｍ、スマートフォンサービス、クラウド、次世代ＯＳＳ／ＢＳＳの事業
領域は大きな成長が期待できる

Ｍ２Ｍサービス市場動向

（出典：Harbor Research Inc.）

スマートフォン台数の増大

（万台）

（出典： OVUM “Smartphone Forecast: 2011–16” ）
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２－４ ＮＥＣの取り組み（１） 成長戦略

スマートフォン
サービス

「人」とシステムを
結び付ける

Ｍ２Ｍ
「モノ」とシステムを

結びつける

キャリアクラウド
クラウドと安心を

結びつける

▐ ４つの事業にフォーカスした成長戦略

Ｖ２０１２の達成

グローバル事業展開

“所有から利用へ”

のパラダイムシフト
“スマートフォンの進化”

キャリアのアセット
活用でネットサービス

と連携

“全てのモノが

ネットワークに繋が
る”

新たな垂直統合
モデルの構築

キャリアならではの
付加価値提供

“サービスの多様化”

次世代OSS／BSS
（NetCracker）

ＯＰＥＸの削減と
サービスの

早期提供を実現
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２－４ ＮＥＣの取り組み（２） 製品戦略

▐ ３つの技術を一体化融合させた「Ｃ＆Ｃコア」技術により、システムを実現

《ＩＴ技術》 《ＮＷ技術》
《デバイス技

術》

Ｃ＆Ｃコア

Ｍ２Ｍ
「モノ」とシステムを

結びつける

スマートフォン
サービス

「人」とシステムを
結び付ける

キャリアクラウド
クラウドと安心を

結びつける

サーバ、ストレージ仮想化

ＩＤセキュリティ

大規模分散

シンクライアント

ＣＥＰ

Ｏｐｅｎ Ｆｌｏｗ

帯域制御

省電力無線 ＮＷセキュリティ

ＳＩＰ

プラットフォーム化

近距離無線

Ｂｉｇ Ｄａｔａマネジメント

位置情報

センシング
リアルタイム大容量データ通信

ＮＥＣのコアコンピタンス

ＩＴサービス
ＢＵ

プラットフォーム
ＢＵ

パーソナル
ＢＵ

社会インフラ
ＢＵ

キャリア
ネットワーク

ＢＵ

ＩＴサービス
ＢＵ

キャリア
ネットワーク

ＢＵ

社会インフラ
ＢＵ

ＩＴサービス
ＢＵ

キャリア
ネットワーク

ＢＵ

パーソナル
ＢＵ

ＩＴサービス
ＢＵ

キャリア
ネットワーク

ＢＵ

プラットフォーム
ＢＵ
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２－５ サービス＆マネジメント事業の拡大

▐ ４つの事業を中心にサービス＆マネジメント事業を２年で倍増

成長領域既存領域

キャリア
クラウド

OSS/
BSS

Ｍ２Ｍ

次世代
OSS/
BSS

キャリア
クラウド

成長・既存領域別売上構成

2010年度 2012年度（計画）

１，４７０億円

次世代
OSS/
BSS

Ｍ２Ｍ

スマートフォン
サービス

成長領域既存領域

接続系
インフラ

OSS/
BSS

ネットワーク
サービス

７７０億円
成長領域を

拡大

＊予想値は2011年10月12日現在

スマートフォン
サービス

ネットワーク
サービス

接続系
インフラ
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３－１－１ ＮＥＣの目指すＭ２Ｍの世界

▐ あらゆる『モノ』が、いつでもどこでもつながることで、あらゆる場面で安心
と利便性を生み出していく

環境 交通 流通 製造 防災 医療

クラウドデータセンター

Ｍ２ＭネットワークＭ２ＭネットワークWi-Fi

3G,LTE WiMAX

xDSL,FTTH

ZigBee 特小無線 Z-WaveIrDA Bluetooth

情報

エネルギー 農業

この情報を知恵として
利活用することが
Ｍ２Ｍの付加価値
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３－１－２ Ｍ２ＭサービスへのＮＥＣの取り組み（１）

▐ ＮＥＣは、Ｍ２Ｍサービスを『ＣＯＮＮＥＸＩＶＥ』で提供

▐ 未来都市型ＩＣＴサービスのインフラ基盤のひとつ

▐ キャリアに加えて、企業、官公庁へも展開

スマートシティ

スマートコミュニティ

スマートハウス

未来都市型ＩＣＴサービスの実現

Ｍ２Ｍ基盤

センシング
セキュリティ

（認証・制御）
Big Data管理
（データ蓄積）

クラウド

Ｍ２ＭサービスのＩＣＴ要件

CONNEXIVE： “あらゆるモノ”をつなげる、あらゆるモノが“つながる”世界を創造していくという意味を込めて、

CONNECT（つなぐ）×IVE（～の性質を持つ）から命名

ＮＥＣのＭ２Ｍ基盤

ＩＴサービスＢＵ、
社会インフラＢＵ
と連携
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▐ 新世代Ｍ２Ｍコンソーシアム設立

３－１－２ Ｍ２ＭサービスへのＮＥＣの取り組み（２）

サービス
提供者

通信事業者
ハードウェア
ソフトウェア

事業者

異業種・異業態での連携

コンソーシアムの目的
l関連事業者の相互情報交換の場
lＭ２Ｍでの新たなサービスの創造の場
l機器の相互接続の検証の場

設立： 2010年11月15日
会長： 森川博之教授 （東大先端科学技術研究センター ）

幹事： ＮＥＣを含む５社
会員： 71社（2011年10月現在）
活動： 新ビジネス開拓に向けた活動

Ｍ２Ｍのアーキテクチャとインタフェース等の検討

《コンソーシアム概要》

▐ Ｍ２Ｍ国際標準化活動への取り組み

l Ｍ２Ｍの国際標準化活動に積極的に参画中
l 欧州電気通信標準化機構（ＥＴＳＩ）と協力し、Ｍ２Ｍ標準化会議を国内でホスティング（９月）
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３－１－３ サービス事例（１） ＣＯＮＮＥＸＩＶＥ 農業ＩＣＴサービス

▐ 農業ＩＣＴサービスをＳａａＳにて提供開始（９月２７日発表 １０月１日提供開始）

▐ 塩害被災農地の復興を目指した協業（８月２５日発表）

l ＮＴＴドコモ、マイファーム（農業ベンチャー）との協業

l 農地センサーをＣＯＮＮＥＸＩＶＥ クラウドに接続することで、農地の気温、湿度、土壌
温度と土壌塩分のデータを農家に提供

2011/3/30 作業内容
■作業

画像や日誌を元に
ユーザにアドバイスを行なう

温度・
日射量等

ユーザ

備考

Aさんの畑作業場

水撒いた！作業内容

センシング情報センシング情報
農作業日誌農作業日誌

３Ｇ
または
ＬＡＮ３Ｇ

農作業日誌
（音声入力、画像）

通話でアドバイス

・センシングデータ
・画像データ

アドバイザ

・日誌
・画像データ

次回の肥料は少なめに。
アドバイス

備考

畑作業場

肥料作業内容

農作業日誌農作業日誌

作業内容等

農業ＩＣＴクラウド

農作業日誌
センシングデータ

農業センサー
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３－１－３ サービス事例（２） ＣＯＮＮＥＸＩＶＥ 遠隔監視サービス

▐ 世界中に点在する工作機械や建設機械の位置や部品レベルの監視
業務を効率的にサポート（受注活動中）

東南アジアの工作機械の

稼働状況をセンシング

欧州の工作機械の

稼働状況をセンシング

北米の工作機械の

稼働状況をセンシング

クラウドで一元管理

《工作機械の例》

日本で稼働監視

南米の工作機械の

稼働状況をセンシング
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大規模化

３－１－４ 事業戦略

▐ Ｍ２Ｍの「つながる」を拡大 ・・・ 端末とソリューション

Ｍ２Ｍ
売上計画

0

100

200

2010年度 2011年度 2012年度

（億円）

２０１１年度 ２０１２年度項目

クラウドサービス展開
・ワンストップサービスの実現

（ネットワークを含んだクラウド
でのサービス提供）

３Ｇ／ＷｉＭＡＸ ＬＴＥ

国内クラウドセンター展開

グローバルキャリアクラウド展開

ベータ版

ソリューション展開
・今後の注力領域

- エネルギー管理サービス
- テレマティクスサービス

プラット
フォーム
開発

遠隔機器・機械監視サービス展開

農業ＩＣＴサービス展開

環境管理サービス展開

エネルギー管理サービス展開

テレマティクスサービス展開

ウェルネスサービス展開

ＣＥＰ対応

グローバルで利用できる回線を提供

未
来
都
市
型
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
へ
拡
張

※クラウドサービスと同時に
システム構築へも対応

＊予想値は2011年10月12日現在

(予想) (計画) 差異化戦略
•Ｅ２Ｅでトータルソリューションをワンストップで提供
•強い製品力（CONNEXIVE）を保有し柔軟なシステム構築が可能
•強力な標準化活動でつながるデバイスの多さ
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３－２－１ スマートフォンがもたらす世界

▐ 人の営みに必要なあらゆる機能がスマートフォンに集約

▐ キャリアのアセットを活用した「新たな安心・安全の仕組み」が必須

全ての機能がスマートフォンに集約

・ＯＦＦＩＣＥドキュメント
・ディスプレイ大型化
・アプリ追加の容易性

パソコンサービス

・Ｗｅｂ閲覧
・メール
・ＳＮＳ
・ゲーム

・電話
・ＦＡＸ

フィーチャーホンサービス その他生活必需機能

・音楽／映像
・お財布
・カメラ／ビデオ

・鍵
・家電リモコン
・社員証／会員カード
・診察券／カルテ

電話サービス

TARO SUZUKITARO SUZUKI 08/07

便利と不安が混在

信頼できるＩＤ

いつでもどこでも、
安心・安全・便利に接続

信用できるユーザ情報

（住所、位置情報、通信履歴、など）

（電話番号）

キャリア資産の活用

（通信品質、カバレッジエリア、高信頼インフラ）

建築

流通流通公共

医療 メディアフリー 電子書籍電子書籍

ゲーム ＥＣＥＣ

あらゆるサービス領域

安心
安全

不安の排除が必須
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３－２－２ スマートフォンサービスへのＮＥＣの取り組み

▐ ＩＴ／ＮＷ技術を統合した「スマートフォンサービス基盤」を他社に先駆け開発

▐ まず、基盤を活用した数種類の「スマートフォンサービス」をクラウドで提供

企業 コンシューマ

サービス提供者

認証・課金代行

信頼できる電話番号による認証・
課金代行

安心課金

ソーシャルグラフ

複数コミュニティを統合し、ヒト、モノ、
コンテンツの相関データを広く蓄積
しレコメンド

安全な情報提供

キャリア

スマートフォン
サービス基盤

安
心
・
安
全

快
適
性

利
便
性

ユーザエクスペリエンス

サービス提供容易

シンクライアント

データをスマートフォンに蓄積せずに
オフィスドキュメントを参照／編集
ウィルス等の脅威から端末を保護

企業情報漏洩防止

セキュリティ

セキュリティ機能の提供で、スマート
フォンのウィルス感染、情報漏えいを
防止

セキュリティ機能提供
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アンチ
ウィルス

端末
ロック

端末
リセット

アプリ
制御

利用
制限

スマートフォン利用時に
必要となるセキュリティ機能を

包括的に提供

クラウド提供により
企業の管理者も

手軽に利用開始可能
・スパイウェア
・不正アプリ
・悪意サイト

・端末の紛失
・目的外操作
・端末環境不備
・動作不良

ＮＥＣスマートフォン
セキュリティクラウド

キャリア 企業

３－２－３ 企業向けサービス事例 端末セキュリティサービス

▐ 安心・安全なモバイルインターネット環境をスマートフォンに提供するサービス
ＮＥＣ Ｍｏｂｉｌｅ Ｓｅｃｕｒｉｔｙ （９月２９日発表、１０月末より提供開始）

▐ Ｗｅｂセキュリティ領域から端末セキュリティ領域までを網羅したサービスを、
キャリア、法人に対するＢＰＯ事業としても展開

インターネット上の脅威

ユーザリスク
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キャリア
キャリア課金
による支払い キャリア課金

支払いクレジットカード
による支払い

ユーザ

ユーザ

クレジット決済を
キャリア課金で置換

３－２－４ コンシューマ向けサービス事例 認証/課金代行サービス

▐ 電話番号による代行課金サービス

アプリの代行課金徴収料が
キャリアの新たな収益となる

クレジットカード会社

クレジット決済

手数料

手数料

クレジット
カード番号

電話番号

サービス提供者

コンテンツ

支払い

キャリアの収益はアプリケーション
ダウンロードのトラフィック料金のみ

安心

電子書籍電子書籍

ゲーム

ＥＣサイトＥＣサイト

従来

スマートペイメント

音楽音楽

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄでの
クレジット決済は不安

新興国でも需要有り
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３－２－５ 事業戦略

▐ 利便、快適、安心を追求したスマートフォンサービスの提供

▐ クラウドによる海外展開

スマートフォンサービス展開

・４つのサービスからスタート

認証／課金代行サービス展開

スマートフォンシンクライアント
サービス展開

0

100

200

2010年度 2011年度 2012年度

スマートフォンサービス
売上計画

（億円）

事業展開

・国内キャリア向けサービス基盤
構築事業を推進

・クラウドサービスを提供
・海外へはクラウドサービスを展開

サービス基盤構築事業（顧客密着型ＳＩ事業）

グローバルキャリアクラウド事業

ソーシャルグラフサービス展開

国内クラウド事業

セキュリティサービス展開

国内キャリア

国内キャリア

ＭＶＮＯ／ＩＳＰ

公共／業種

海外キャリア

＊予想値は2011年10月12日現在

(予想) (計画)

２０１１年度 ２０１２年度項目

差異化戦略
•強い製品力（ＮＣ７０００）を保有し柔軟なシステム構築が可能
•国内で強固なパークを確立し顧客密着を実行
•ワンストップでのクラウドサービス提供で海外市場へ展開

＊参考参照

＊参考参照
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目次

▐ １．サービス＆マネジメント事業の概要

▐ ２．キャリアサービス事業環境とＮＥＣの成長戦略

▐ ３．成長の中核となる事業

l３－１ Ｍ２Ｍ

l３－２ スマートフォンサービス

l３－３ キャリアクラウド

l３－４ 次世代ＯＳＳ／ＢＳＳ

▐ ４．サービス＆マネジメントのグローバル展開

▐ ５．Ｖ２０１２達成に向けて
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３－３－１ ＮＥＣの考えるキャリアクラウドとは

▐ ＮＷを含めたワンストップ・クラウドサービスを地域ニーズを取り込んで
独自のサービスを提供

▐ キャリアのブランド力を生かしたクラウドサービスを協業

キャリア顧客基盤

アプリ
ケーション
パートナー

•社会インフラとしての実績

•堅牢なセキュリティ

•安心の高可用性

•信頼のブランド力
• ＩＴ＆ＮＷサービス基盤

•豊富なサービスソリューション
ソリューション
パートナー

ＳＩ
パートナー

大企業 中小企業 政府・官公庁

キャリアのアセット

ＮＥＣのアセット
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３－３－２ キャリアクラウドへのＮＥＣの取り組み（１）

２０１１年度の地域別売上イメージ

強い顧客基盤を

活かしてローカライズ

LATAM
Competence Center

APAC
CompetenceCenter

ＩＴ＆ＮＷ
サービス基盤

ＩＴ＆ＮＷ
サービス基盤

スペイン語圏での
ローカライズ

現地発のソリューション
（ＳａａＳ、ＩａａＳ、ＤａａＳ）

ＩＴ＆ＮＷサービス基盤

Global/EMEA
Competence Center

クラウドサービスの
先進地域

スペイン：2010年1月開始済み

タイ：2011年上期サービス開始済み アルゼンチン：2011年3Qサービス開始予定

▐ テレフォニカ（加入者数世界第３位のキャリア）がＮＥＣとのキャリアクラウド事業をワールド
ワイドに展開

▐ スペインを中心として世界３極に水平展開し、各地域内でローカライズ

25%

5%

70%

アジア

中南米

欧州
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３－３－２ キャリアクラウドへのＮＥＣの取り組み（２）

▐ ＮＥＣはＩＴ＆ＮＷソリューションを融合して、ＷａａＳ、ＣａａＳ（ＩＴ＆ＮＷクラウド）を提供

l 最終目標としてキャリアだからできるインフラとしてのソーシャルクラウド化

SaaSSaaS
Software

as a Service

IaaSIaaS
Infrastructure
as a Service 

デスクトップのクラウド化

DaaSDaaS
Desktop 

as a Service

WaaSWaaS
Workplace as a Service

CaaS
Community as a Service

CaaS
Community as a Service

スマートシティのクラウド化

ビデオ
カンファレンス

サービス ドキュメント
アーカイブサービス

Ｅラーニング
サービス デジタル

サイネージ

トラッキング
サービス（ＲＦＩＤ）

サーバ／ストレージ
リソースサービス

ISV： Independent Software Vendor 

ＩＳＶへの充実したサポートで豊富な
ＳａａＳ商材を獲得

一般的なクラウドサービス

ＩＴ＆ＮＷクラウドサービス

スマートオフィスのクラウド化

ユニファイドコミュニケーション
サービスをクラウド化

様々なソーシャルクラウドを
統合したスマートソサエティ
の実現

遠隔教育/
遠隔医療サービス

ＶｏＩＰ
サービス

シンクライアント
サービス
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３－３－３ キャリアクラウドサービスの事例

テレフォニカ（スペイン） ＳａａＳサービス “Aplicateca”

•ユーザ企業登録累計 ：約25000社

•マーケットプレイス登録ＩＳＶ ：約40社

テレフォニカ（スペイン）加入企業数推移

《キャリアクラウド・サービスの状況》

uテレフォニカ（スペイン）ＳａａＳサービス開始 2010年1月

uＴＯＴ（タイ）ＳａａＳサービス開始 2011年9月

この他、中国・韓国、ＡＰＡＣ、インド、ヨーロッパ、ＣＩＳ、

中南米の通信事業者から契約・受注

（社数）

世界に先駆けて
キャリアクラウドサービスを商用化

（社数）

＊計画値は2011年10月12日現在

（計画）

＜キャリアクラウド受注件数推移＞
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３－３－４ 事業戦略

▐ キャリアクラウドを２ステップで展開

0

200

400

2010年度 2011年度 2012年度

（億円）

キャリアクラウド
売上計画

ステップ１

• キャリアクラウドの

フットプリント拡大

・ＩａａＳ/ＤａａＳを提供

ステップ２

・ワールドワイド（５極）へ展開

・ＷａａＳ（オフィスクラウド等）、
ＣａａＳ（教育、医療、等）を提供

２０１１年度 ２０１２年度項目

テレフォニカ・スペインＳａａＳを
世界３極を中心に各地域へ水平展開

ＩＳＶ拡充

ＩａａＳ/ＤａａＳを本格展開

＊予想値は2011年10月12日現在

(予想) (計画)

ＩＴ＆ＮＷクラウドサービスの提供
（ＷａａＳ/ＣａａＳ他）

差異化戦略
•キャリアとの共同クラウド事業のビジネスモデルの優位性
•ユニファイドコミュニケーションをクラウド化
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目次

▐ １．サービス＆マネジメント事業の概要

▐ ２．キャリアサービス事業環境とＮＥＣの成長戦略

▐ ３．成長の中核となる事業

l３－１ Ｍ２Ｍ

l３－２ スマートフォンサービス

l３－３ キャリアクラウド

l３－４ 次世代ＯＳＳ／ＢＳＳ

▐ ４．サービス＆マネジメントのグローバル展開

▐ ５．Ｖ２０１２達成に向けて
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３－４－１ 次世代ＯＳＳ／ＢＳＳの果たす役割

n オペレーションの効率化

n 新サービスの早期導入

n ＴＣＯの更なる削減

n 多様な料金体系のサポート

n クラウドへの対応

クラウド

ＡＬＬ ＩＰネットワーク

ＯＳＳ/
ＢＳＳ

サービス単位で個別に
ＯＳＳ／ＢＳＳを開発

ＯＳＳ/
ＢＳＳ

ＯＳＳ/
ＢＳＳ

・・・

ＮＷ ＮＷ ＮＷ

電
話

デ
ー
タ

映
像

ＡＬＬ
ＩＰ化

電
話

デ
ー
タ

映
像

Ｍ
２
Ｍ

スマート
フォン

サービス

統合運用管理
ソリューションの提供

次世代ＯＳＳ／ＢＳＳ

▐ ネットワーク統合によるサービスや料金体系の多様化

▐ 次世代ＯＳＳ／ＢＳＳの重要性が高まる
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３－４－２ 次世代ＯＳＳ／ＢＳＳへのＮＥＣの取り組み（１）

▐ ＮｅｔＣｒａｃｋｅｒのソリューションポートフォリオを拡大

l Ａｓｓｕｒａｎｃｅ、Ｂｉｌｌｉｎｇ、クラウド

統合運用管理ソリューション

次世代ＯＳＳ／ＢＳＳ

Fulfillment： サービス内容の設定から運用までを管理するサービス導入支援システム

Assurance: 運用管理におけるサービス保障

サービス管理

リソース管理

サービス
アクティベーション

Ｆｕｌｆｉｌｌｍｅｎｔ Ａｓｓｕｒａｎｃｅ

ＣＲＭ

ＳＬＡ／ＱｏＳ管
理

障害監視

Ｂｉｌｌｉｎｇ

課金請求

料金計算

メディエーション

ク

ラ

ウ

ド

管

理

システムインテグレーション コンサルティング マネージドサービス

Ｐｒｏｆｅｓｓｉｏｎａｌ Ｓｅｒｖｉｃｅ

ポートフォリオ拡大
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▐ ３つの強みを活かして、更なる顧客の獲得

堅固な
顧客基盤

高い
ＳＩ力

強い
製品力

l 大手通信キャリアとの顧客密着型ビジネス
Telus、Sprint、France Telecom、Deutsche Telekom、

Swisscom、Telstra、Telecom New Zealand等、多数

l 豊富な標準部品の具備
Non-Programming かつConfigurableなシステム実装
（短期かつ低コスト）

l あらゆるネットワークに対応
管理対象は、レガシーからＩＰシステムまで広くカバー

l 業界標準を牽引
TmForumによるコンフォーマンス評価において、
レベル７（最高位）を取得

l インテグレーション力による顧客要望の実現
顧客の個別要件を確実に実現

３－４－２ 次世代ＯＳＳ／ＢＳＳへのＮＥＣの取り組み（２）
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３－４－３ 導入事例 分散ネットワークの統合運用管理

▐ グローバルキャリアの個別ＯＳＳ／ＢＳＳを集約・統合

運用コストを大幅に削減

▐ 分散データセンターの統合管理にも適用予定

欧州統合
ＯＳＳ／ＢＳＳ

オランダ

Local
OSS/BSS

スイス

Local
OSS/BSS

オランダ

スイス

Transformation Platform

2008年 2011年

Local
OSS/BSS

Local
OSS/BSS

Ａ国

Ｂ国

Ａ国

Ｂ国
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３－４－４ 事業戦略

▐ 既存Ｆｕｌｆｉｌｌｍｅｎｔから統合運用管理へ

▐ 提供ソリューションの拡大

0

300

2010年度 2011年度 2012年度

次世代ＯＳＳ／ＢＳＳ
売上計画

（億円）

＊予想値は2011年10月12日現在

(予想) (計画)

統合運用管理ソリューション

・Ｍ＆Ａを含む短期間での提供
ソリューションの拡大
・中南米、アジア市場に注力
・キャリアクラウドのＯＳＳ／

ＢＳＳ市場に参入

プロフェッショナルサービス
・幅広いサービスメニューの
提供 マネージドサービス

（運用アウトソーシング）提供

Ｆｕｌｆｉｌｌｍｅｎｔ

コンサルティング提供

Ｓｕｂｅｘ社の事業を買収
（2011年9月）

２０１１年度 ２０１２年度項目

Ａｓｓｕｒａｎｃｅ

Ｂｉｌｌｉｎｇ

キャリアクラウド管理

差異化戦略
•堅固な顧客基盤と製品力による顧客Ｓｔａｙ
•Ｅ２Ｅソリューションの提供による顧客基盤の拡大
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目次

▐ １．サービス＆マネジメント事業の概要
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４－１ グローバル展開の基本戦略

▐ ４つの事業を柱に、グローバル市場への展開を加速

国内 海外

ハード

ソフト
サービス

現在の事業領域

中期的
強化領域

サービス＆マネジメント事業の拡大は
ＮＥＣの基本戦略

ＮＥＣの成長戦略

Ｍ２Ｍ

＝成長の中核となる４つの事業＝

スマートフォンサービス

キャリアクラウド

次世代ＯＳＳ／ＢＳＳ
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４－２ グローバル市場への展開

▐ ＮｅｔＣｒａｃｋｅｒ（Ｆｕｌｆｉｌｌｍｅｎｔ領域で世界シェア３位）とキャリアクラウドの実績
を活用し、Ｍ２Ｍとスマートフォンサービス事業を展開

ＮｅｔＣｒａｃｋｅｒ キャリアクラウド

【強み】
・グローバルキャリアとの顧客チャネル
・グローバルキャリアでのＳＩ力

【強み】
・グローバルでのクラウドサービスの展開実績
・グローバルキャリアとの顧客チャネル

２０１１年：３３カ国、７４キャリアに導入見込 ２０１１年：３４カ国、４４キャリアに導入見込

＊予想値は2011年10月12日現在
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４－３ グローバルのリソース活用

▐ ＳＥだけでなく、製品開発においてＮｅｔＣｒａｃｋｅｒリソースを積極活用

Ｍ２Ｍ、スマートフォンサービス事業のグローバル展開の加速

国内
リソース

ＮｅｔＣｒａｃｋｅｒ ＮｅｔＣｒａｃｋｅｒ

海外
リソース

国内
リソー

ス

海外
リソース

2010年度 2012年度（計画）

その他
海外リソース

その他
海外リソース

国内個別ＳＩ事業
プラットフォーム事業
（ＮＣ９０００/ＮＣ７０００）

グローバル事業
（Ａｎｄｒｏｉｄ、クラウド、ＮｅｔＣｒａｃｋｅｒ）



© NEC Corporation 2011Page 42

目次

▐ １．サービス＆マネジメント事業の概要

▐ ２．キャリアサービス事業環境とＮＥＣの成長戦略

▐ ３．成長の中核となる事業

l３－１ Ｍ２Ｍ

l３－２ スマートフォンサービス

l３－３ キャリアクラウド

l３－４ 次世代ＯＳＳ／ＢＳＳ

▐ ４．サービス＆マネジメントのグローバル展開

▐ ５．Ｖ２０１２達成に向けて
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５．Ｖ２０１２達成に向けて

▐ ２０１２年度 売上高１，４７０億円を実現

１，０００

７７０

１，４７０

２０１０年度 ２０１１年度(予想) ２０１２年度（計画）

海外

国内
既存
領域

既存
領域

海外

国内

海外

国内

成長
領域

成長
領域

既存
領域

成長
領域

OSS/
BSS（**）

接続系
インフラ

キャリアクラウド

OSS/
BSS（**）

接続系
インフラキャリア

クラウド

OSS/
BSS（**）

ネットワーク
サービス（*）

接続系
インフラ

キャリアクラウド

* Ｍ２Ｍ、スマートフォンサービスを含む
** 次世代ＯＳＳ／ＢＳＳを含む

・Ｍ２Ｍ
・スマートフォンサービス
・キャリアクラウド
・次世代ＯＳＳ／ＢＳＳ

＊予想値は2011年10月12日現在

ネットワーク
サービス（*）

ネットワーク
サービス（*）
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ＡＲ：Augmented Reality

ＡＳＰ：Application Service Provider

ＢＰＯ：Business Process Outsourcing

ＢＳＳ：Business Support Systems/Billing Support Systems

ＣａａＳ：Community as a Service

ＣＡＧＲ：Compound Average Growth Rate

ＣＥＰ：Complex Event Processing

ＣＲＭ：Customer Relationship Management

ＤａａＳ：Desktop as a Service

ＤＣ：Data Center

Ｅ２Ｅ：End-to-End 

ＥＣ：Electronic Commerce

ＥＲＰ：Enterprise Resource Planning

ＥＴＳＩ：European Telecommunications Standards Institute 

ＦＴＴＨ：Fiber To The Home

ＩａａＳ：Infrastructure as a Service

ＩＣＴ：Information and Communication Technology

ＩＭＳ：IP Multimedia Subsystem

ＩｒＤＡ：Infrared Data Association

ＩＳＰ：Internet Services Provider 

ＩＳＶ：Independent Software Vendor

略 語

ＪＯＣ：Japan Oriented Company  

ＬＴＥ：Long Term Evolution

Ｍ２Ｍ：Machine-to-Machine 

ＭＶＮＯ：Mobile Virtual Network Operator

ＯＳＳ：Operation Support Systems

ＱｏＳ：Quality of Service

ＲＦＩＤ：Radio Frequency Identification 

ＳａａＳ：Software as a Service 

ＳＩＰ：Session Initiation Protocol

ＳＬＡ：Service Level Agreement

ＳＮＳ：Social Networking Service

ＶｏＩＰ：Voice over Internet Protocol

ＷａａＳ：Workplace as a Service 

ＷｉＦｉ：Wireless Fidelity

ＷｉＭａｘ：Worldwide Interoperability for 

Microwave Access

ｘＤＳＬ：x Digital Subscriber Line
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スマートフォン

スマートフォンシンクライアントシステムスマートフォンシンクライアントシステム

仮
想
端
末

３Ｇ／ＬＴＥ
ＷｉＦｉ

客先 移動中
宿泊先

全てをセンター側でコントロール

画面情報のみの伝達で
スマートフォンにデータを残さない
（アドレス帳、オフィスドキュメント等）

仮
想
端
末

仮
想
端
末

仮
想
端
末

仮
想
端
末

立ち寄り先

企業

機密情報

参考： スマートフォンサービス 企業向けサービス事例
スマートフォンシンクライアントサービス

▐ 企業情報漏洩を防止し、スマートフォンによる企業情報アクセスの
利便性を高めるサービス

レストラン

コンビニ
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参考： スマートフォンサービス コンシューマ向けサービス事例
ソーシャルグラフサービス

▐ 大規模なソーシャルグラフデータベースを活用し、ユーザとサービス提供者に
有用なレコメンドを提供するサービス

Ａ社
ネットワーク

Ｂ社
ネットワーク

インターネット

Ｃ社
ネットワーク

ソーシャルグラフサービス
（クラウド）

ＥＣサイト ＳＮＳ

ＩＳＰ／ＡＳＰ

ソーシャルグラフ

加入者
プロファイル

②ヒト、モノ、コンテンツの
相関関係を分析し情報蓄積

①行動履歴を収集

顧客
リスト

商品
広告

イベント
告知

③レコメンド情報の提供

各種コミュニティ

嗜好

購買履歴

人間関係

各種業種

サービス提供者

ユーザ
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参考： ＯＳＳ／ＢＳＳとは

▌ ＯＳＳ(Operation Support System)は、通信サービス事業者が通信サービスを
提供する上で、経営資源の効率化を図るための運用支援システム

▌ ＢＳＳ(Business Support System)は、ビジネスのマネジメントを容易にする業
務支援システム

ＯＳＳ/ＢＳＳＯＳＳ/ＢＳＳ

サービス導入

支援
課金管理

加入申
し込み 料金請求

サービス
品質管理

苦情受付

Fulfillment Ａｓｓｕｒance Ｂｉｌｌｉｎｇ

データ設定 障害情報 通信時間/
データ量

携帯 無線LAN

ブロードバンド

ネットワーク

エンドユーザ

トランスポート
アクセス

サービス



＜将来予想に関する注意＞

本資料には日本電気株式会社および連結子会社（以下NECと総称します。）の戦略、財務目標、技術、製品、サービス、業績等に関

する将来予想に関する記述が含まれています。将来予想は、NECが金融商品取引所や関東財務局長等の規制当局に提出する他の

資料および株主向けの報告書その他の通知に記載されている場合があります。NECは、そのような開示を行う場合、将来予想に関す

るセーフハーバー（safe-harbor）ルールに準拠しています。これらの記述は、現在入手可能な仮定やデータ、方法に基づいていますが、

そうした仮定やデータ、方法は必ずしも正しいとは限らず、NECは予想された結果を実現できない場合があります。また、これら将来予

想に関する記述は、あくまでNECの分析や予想を記述したものであって、将来の業績を保証するものではありません。このため、これら

の記述を過度に信頼することは控えるようお願いします。また、これらの記述はリスクや不確定な要因を含んでおり、様々な要因によ

り実際の結果とは大きく異なりうることをあらかじめご了承願います。実際の結果に影響を与える要因には、(1)NECの事業領域を取

り巻く国際経済・経済全般の情勢、(2)市場におけるNECの製品、サービスに対する需要変動や競争激化による価格下落圧力、(3)

激しい競争にさらされた市場においてNECが引き続き顧客に受け入れられる製品、サービスを提供し続けていくことができる能力、

(4)NECが中国等の海外市場において事業を拡大していく能力、(5)NECの事業活動に関する規制の変更や不透明さ、潜在的な法

的責任、(6)市場環境の変化に応じてNECが経営構造を改革し、事業経営を適応させていく能力、(7)為替レート（特に米ドルと円と

の為替レート）の変動、(8)NECが保有する上場株式の減損をもたらす株価下落など、株式市場における好ましくない状況や動向、

(9)NECに対する規制当局による措置や法的手続きによる影響等があります。将来予想に関する記述は、あくまでも公表日現在にお

ける予想です。新たなリスクや不確定要因は随時生じるものであり、その発生や影響を予測することは不可能であります。また、新た

な情報、将来の事象その他にかかわらず、NECがこれら将来予想に関する記述を見直すとは限りません。

本資料に含まれる経営目標は、予測や将来の業績に関する経営陣の現在の推定を表すものではなく、NECが事業戦略を遂行するこ

とにより経営陣が達成しようと努める目標を表すものです。

本資料に含まれる記述は、有価証券の募集を構成するものではありません。いかなる国・地域においても、法律上証券の登録が必要

となる場合は、有価証券の登録を行う場合または登録の免除を受ける場合を除き、有価証券の募集または売出しを行うことはできま

せん。

（注）
当社の連結財務諸表作成に関する会計基準は 「日本会計基準」 を採用しています。
年度表記について、２００９年度は２０１０年３月期、２０１０年度は２０１１年３月期 （以下同様） を表しています。


